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『目標稼働率100％を目指す』
芦別で必要とされる特養の役割

社会福祉法人 芦別慈恵園
生活相談員 細川紗菜恵

芦別市の高齢者が生活できる場所

◎ケアハウス

◎グループホーム

◎サービス付き高齢者住宅

◎老人保健施設

◎療養型医療施設

◎特別養護老人ホーム

全て1か所のみ

安定した経営をする為に

取り組み① 持病があっても健康で元気にくらしてもらう

取り組み② 定期営業

取り組み③ 空きベットに対しての素早い判断

３つの取り組みをおこなう！

取り組み① 持病があっても健康で元気に暮らす

「見立てて動く力」がより強化！

介護職員 日々のケア、小さな変化を見落とさない

介護支援専門員 内部への発信、多職種からの情報の集約

管理栄養士 食事の様子確認、体調に合わせた食事提供

看護職員 日々の体調管理、主治医との連携

作業療法士 お客様の動きの変化の気づき、その時にあった介助の確認

生活相談員 各部署と検討、外部への発信

お客様の様子・自分達がすべきことが朝イチでわかる！

食事形態を
上げたい！

介護職員 介護支援専門員

生活相談員

食事の姿勢を
見て整える！

看護職員 作業療法士

管理栄養士

お客様

ケア打ち合わせを調整
皆に周知する！

食べられる形態の食事を
すぐに出す！

決まったことを家族に
連絡して伝える！

飲み込みを確認して
医師にも報告！

取り組み① 持病があっても健康で元気に暮らす

お客様

病気とうまく
付き合いながら

入院しないからだづくり！慈恵園で長く暮らす！

1対1でゆったりと音楽
サロン・歌の会

体を動かす
ふまねっと・体操

介護力向上
水分1500ｍｌ以上！

ボランティアさんとの
楽しみ（レク・散歩）
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いち早く取り組む「かざぐるま（定員20名）」

階段昇降

お客様の自信にも繋がる！

毎日実施！

いち早く取り組む「かざぐるま（定員20名）」

男の居場所づくり
晩酌の会

もう（お酒は）飲めないと思っていた
こんな機会があって有難い！

週３回の実施

いち早く取り組む「かざぐるま（定員20名）」

30分間の
学習療法

また字が書ける様になった！

月108回の実施

月6回全員達成！

いち早く取り組む「かざぐるま（定員20名）」

個別レクへ
自宅へ外出

いつ帰れなくなるか
わからないからこそ今帰る

「また帰りたい！」という
体も心も元気に！

家族だけでは難しかったけど、
帰れて良かった！

具体的な取り組み 人数

〇水分摂取量 1500ml超え 20名達成！

〇階段昇降 3名実施！

〇男の居場所づくり ～晩酌の会～ 4名実施！※男性全員

〇学習療法 14名実施！

〇個別レク ～自宅に帰る～ 17名実施！

いち早く取り組む「かざぐるま（定員20名）」

令和元年6月現在

②7か月連続 入院者ゼロ！（Ｈ29.11～30.5）

いち早く取り組んだ結果・・・

①おむつゼロ達成！（Ｈ28達成～継続中）

③稼働率～ Ｈ29 99.42％ Ｈ30 98.34％

確実に結果が出ている！
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取り組み② 定期営業

▶営業日の設定

→月間スケジュール内に設定。2回は訪問へ行けるように

▶営業場所

→芦別市内の枠を超え、近郊市町村へ

▶営業から『確定者の確保』

→待機者の中に市外から待ってくれている人がいる

滝川市へ！

富良野市へ！

定期営業の実績
H２９ H３０

営業数 4回 18回

営業場所 芦別市内のみ
※問い合わせがあれば
訪問

市外へ
（富良野市・旭川市・滝川市・
赤平市・砂川市・歌志内市）

市外機関
からの依頼

3件 20件

1か月あたりの
確定者平均

1.1人 1.75 人

取り組み③ 空きベットに対しての素早い判断

年間目標稼働率

長期入居(3事業所)98％（短期入所100％）

1か月

「空きベット ２３日以内」 と具体的に

よりわかりやすく数値化

平成３０年5月

5月　目標稼働率　98％　-23ベット以内
従来型

5月　目標稼働率　98％　-23ベットでアウト

置田様永眠
16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日 計

36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 35 35 35 98.75%
100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 97.22% 97.22% 97.22%

日々のお客様の動きと
稼働率を把握

ひと月の稼働率が
目標達成しているかを

日々確認

稼働率を日々確認し
取り組んでいく事が素早く動ける鍵！

数値化すると
予測して動けた！

お客様の入院

地域連携室へ確認・調整

短期間の入院 長期間の入院

・空床利用で短期入所
・｢空いたらｼｮｰﾄｽﾃｲ｣を
モットーに！

・新規入居
・入院者は『確定者』
として調整していく

素早く！

入院者が出た時･･･ 受け入れの依頼に対して…

長期入居？在宅入所
相互利用？

長期入居の枠を超える事で、
ベットや慈恵園のサービスを

使っていく！

慈恵園のサービスを
最大限に活用！
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稼働について
H２９ H３０

年間稼働率
目標98％

従来 98.5％
ユニット 97.9％

従来 98.0％
ユニット 98.4％

空床ベット数
※500日以内

463ベット
（従来194 ユニット269 ）
損失：601万円

458ベット
（従来253 ユニット209）
損失：595万円

入所までの
平均日数

12.5日
（従来9日 ユニット16日）

8.2日
（従来9.2日 ユニット7.2日）

課題としては・・・
○医療ニーズの高い方や特例入所等では入居に繋がらなかった

癌の転移があり
入退院を

繰り返している

介護１・２で
自宅では難しい方

慈恵園

市役所

入退院がスムーズに 特例入所の許可

医療機関

チームワークが必要！

入居に

繋がらなかった

まとめ

▶入院せず慈恵園で暮らしてもらう

▶数字を見てベットを稼働させていく

▶定期営業を続けていく

模索し続ける事

「芦別で必要とされる特養の役割」

H31年度 目標稼働率
98.5％100％を目指す！！！

特養の役割

ご清聴ありがとうございました

芦別慈恵園

生活相談員チーム

「稼働率１００％を目指していきます！」


